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今年も、かぼちゃを通じて、人間的なふれあいと、そして農
業を理解してもらおうと、 9 月 8 目、田窪の重信川緑地公園で、
重信町農業後継者協議会主催による、どてかぼちゃカーニパル
が開かれました。コンテストへの出品数は、北海道からの参加
を含めこれまで最高の約 850 個と 記録を更新しました。 会場ても
はカボチャコンテス ト の他、 手品、バザー、伊予万歳、児童の
カボチャ絵展示等の催しがあり、晴天にもめ ぐ まれ、約5 ， 000人
を越える 人々でにぎわいました。

どでかぼちゃ

カーニバル
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第
7

回

唖きあ
面積 100 . 59km'

人口 20 ， 927人(+15) 
男 10 ， 003人(+ 4) 
女 10 ， 924人(+11) 

世帯数 6 ， 795世帯(+ 9) 
一世帯平均 3 ， 08人
人口密度 208人

( )内は前月 比

( 9 月 1 日現在)
図書館から……………… 8臨時議会について………… 2

歴史民俗資料館から ・ ・ー ・・ 9国民年金 ・ 税務だより・・・・・ 3

町の話題をパチリ . ... .....10

告知板 .・ . 11
(事業主のみなさんへ)生ごみ処理容器について ...5

町民カレ ンダ_...... . ... ..12文化祭について . .... . . .. 6 ・ 7

圏
固
園
固
固
困
圏

各種検診はお済みですか ... 4

-・・「広報しげのぶJの早期配布にご協力下さい・・
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回
目
圃
圏
園

野
田
土
地
区
画
整
理
事
業

他
工
事
請
負
契
約

第
七
十
四
重
信
町
議
会
臨
時
会
が
九
月
六
日
に
開
会
さ
れ
、
工
事
請
負
契

約
議
案
三
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
同
日
開
会
し
ま
し
た
。

ぷ、

今
回
議
決
に
な
っ
た
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す

。

理
事
業
の
基
本
事
業
費
対
応
工
事
を

一
億
八
千
四
百
八
十
八
万
五
千
円
で

安
永
土
建
株
式
会
社
と
、
保
留
地
処

分
金
対
応
工
事
を
二
億
五
千
二
十
九

万
円
で
株
式
会
社
二
神
組
と
、
そ
れ

ぞ
れ
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

の

O

工
事
請
負
契
約

牛
湖
上
村
線
道
路
改
良
工
事
を
四

千
三
十
七
万
六
千
円
で
重
信
第

一
建

設
有
限
会
社
と
、
野
田
土
地
区
画
整

野
田
土
地
区
画
整
理
事
業

工
事
施
工
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
計
画
的
な
市
街
地
整
備

を
図
る
た
め
平
成
元
年
十
月
に
野
田

地
区
(
約
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
で

土
地
区
画
整
理
を
事
業
化
し
、
測
量

調
査
設
計
等
の
作
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
三
箇
年
計
画

で
本
格
的
な
工
事
を
施
工
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

工
事
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
事
故

等
、
無
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
ま
い
り
ま
す
が
、
児
童
等
歩
行
者

松山広域都市計画事業
野田土地区画整理事業

工事発注箇所図

や
自
転
車
及
び
車
両
の
安
全
性
の
確

保
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
通
行
制
限

を
か
け
る
区
聞
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

戸
い

①

施
工
期
間

。
平
成
4
年
3
月
末
ま
で

②
施
工
区
域
(

別
図
の
と
お
り
)

。
な
お

、
施
工
区
域
を
変
更

(
拡
大
)
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

-道
隆翠麹施行地区

路歩行者・自転車

自動車のみなさん

通行制限に

ご協力を.グ

11 月以降の閉庁日

月 日 12 閉 10
11 月 9 • 23 日庁月
12月 14 ・ 28 • 日の
1 月 11 ・ 25 で 26 は役
2 月 8 .22 す日 場
3 月 14 ・ 28

唖
共
同
募
金

皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
、
あ
た

た
か
い
ご
協
力
に
よ
り
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
、
今
年
も
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。

戸
別
募
金
に
つ
い
て
、
お
世
話
人

の
方
が
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
節
は
、

ご
協
力
下
き
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す

。

祉福恰
金
m

m
募
閉

山
岡
崎

刈
共
働

土
品

一一ー毎月 1 日は「防火の日」一一一

ご協力をお願いします



国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と

大
変
で
す

ぶ

第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、

思
わ
ぬ
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な

っ
た
り
、

一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た

り
し
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
老
後
の
生
活
の
支
え

と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
、
少

な
く
な
っ
た
り
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

保
険
料
は
毎
月
納
め
る
の
が
原
則

で
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
年
度
内

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
保

険
料
は
二
年
前
ま
で
で
あ
れ
ば
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

国
民
年
金
の
制
度
は
、
働
く
世
代

が
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
る
「
世

代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
で
す
。
毎

月
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て
い
く

こ
と
が
自
分
自
身
の
た
め
で
あ
る
と

同
時
に
、
国
民
年
金

制
度
を
守
り
発

展
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
こ
と
で
す
。

過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
な

い
か
、
今
一
度
確
か
め
て
み
て
く
だ

え
』
い
。

のt1' し報広(3) 

日
本
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上
一

六
十
歳
未
満
の
人
は
、
す
べ
て
国
民
一

年
金
に
加
入
し
ま
す
が
、
職
業
な
ど
一

に
よ
り
三
種
類
の
被
保
険
者
に
分
け
一
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
は

ら
れ
ま
す
。
一
支
払
保
険
料
に
応
じ
、
一
定
額
が
所

一
得
金
額
から
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た

公
第
一
号
被
保
険
者

一
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
契

農
業
、
漁
業
等
自
営
業
の
人
一
約
内
容
に
よ
り
相
続
税
も
し
く
は
贈

※
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
三
年
一
与
税
ま
た
は
所
得
税
の
課
税
関
係
が

四
月
か
ら
第

一
号
被
保
険
者
と

し
一
生
じ
ま
す

。

て
全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
一1
1
1
1
1
1
1
51
1
1
1
1
1
1

ノ

し
た
。
二

0

生
命
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合

一

女
第

二
号
被
保
険
者
-

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、

O
L
、
公
務
員

一
納
税
者
本
人
や家
族
を
受
取
人
と

等
で
会
社
等
に
勤
め
て
い
る

人
一
す
る

生
命
保
険
な
ど
の
保
険
料

ま
た

食
第
三
号
被
保
険
者
一
は

掛
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
の

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
一
年
中
の
支
払
額
に
応
じ
て
、
二
疋
額

配
偶
者
一
が
そ
の
年
中
の
所
得
金
額
か
ら
控
除

一
さ
れ
ま
す。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
や
、
一
I
l
l
l
11
1
1
1
1
1
1
-
-
-
­

保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
は
、
老
齢
一一同
暗
嶋
崎
茂
川
円
川
津

基
礎
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
障
害
者
と
一

な
っ
た
と
き
や
亡
く
な
っ
た
と
き
の
一
山
満
期
保
険
金
を一
時
に
受
け
取
っ

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
一
た
場
合

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
'

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
住
一

民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
町
村
の
国
一

民
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
が
、
一

学
生
の
方
で
親
か
ら
離
れ

下
宿
し
て
一

い
る
等
の
場
合
で
住
民
票
を
居
住
地
一

に
移
し
て
い
な
い
と
き
は
、
家
族
に
一

連
絡
し
て
国
民
年
金
の
加
入
の
手
続
一

き
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

a

二
十
歳
か
ら
の
加
入
で
安
心

ネ見

務

生
命
保
険
と
税

口座振替利用者
の方にお知らせfノ

毎月発送していた、口座振答

用領収書兼通知書のはがきを、
平成 3 年度から経費節減等をは
かるため、 4 月と 10月の年 2 回、

お送りすることにいたしました

ので、ご了承 f さ L 、

口座振替用 I 4 月・ 10月
|時年 2 図

書|送付

-
\
|
|
「
法
の
日
」
週
間
1
1
1
1
1

ノ

二

法
の
日
を
迎
え
て

一

一
/

|
力
叩
月

1
日
・
'
7
日

日
ー
に

①
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、
一
み
な
さ
ん
、
十
月
一
日
は

「
法
の

保
険
金
受
取
人
の
と
き
、
受
け
取
っ
一
日
」
で
す
。

た
保
険
金
か
ら
負
担
し
た
保
険
料
を
一
こ
の
「
法
の
日

」

は
、
国
を
挙
げ

差
し
引
い
た
金
額
が
、

一
時
所
得
と
一
て
法
を
尊
重
し
、
基
本
的
人
権
を
擁

し
て
所
得
税
の
対
象
と
な
り
ま
す

。

一護
し
、
社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を

②
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、
一高
め
る
た
め
の
日
と

し
て
制
定
さ
れ

保
険
金
受
取
人
以
外
の
と
き
受
け
取
一
ま
し
た
。

っ
た
保
険
金
が
贈
与
税
の
対
象
と
な

一
法
は
個
人
の
自
由
を
守
っ
て
く
れ

り
ま
す
。
一
ま
す
。
ま
た
、
法
は
あ
ら
ゆ
る
暴
力

一
を
否
定
し
ま
す
。

凶
死
亡
保
険
金
を
一
時
に
受
け
取
っ
一
み
な
さ
ん
が
、
法
を
守
り
、
人
権

た
場
合
一
を
尊
重
し
、
社
会
秩
序
を
守
る
こ
と

①
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、
一
が
、
社
会
を
平
和
に
し
、
お
互
い
の
家

死
亡
し
た
と
き
保
険
金
受
取
人
に
相
一
庭
生
活
を
、
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ

続
税
の
課
税
関
係
が
生
じ
ま
す
。
一
と
に
な
り
ま
す
。
私
達
、
一
人
ひ
と

②
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

人
が
、
一
り
が
法
に
親
し
み
、
法
を
尊重
し
、

保
険
金
受
取
人
の
と
き

一
時
所
得
と
一
お
互
い
の
権
利
を
守
り
、
明
か
る
い

し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
一
社
会
を
築
き
た
い
も
の
で
す
。

す
。
一
み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
人
権
を
侵

③
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、
一
さ
れ
て
、
ど
の
よ
う
に
解
決
す
れ
ば

保
険
金
受
取
人
で
も
死
亡
し
た
人
で
一
よ
い
か
分
ら
な
い
時
や
、
裁
判
費
用

も
な
い
と
き
保
険
金
受
取
人
に
贈
与
…
が
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く

税
が
か
か
り
ま
す
。
一
の
人
権
擁
護
委
員
か
、
法
務
局
へ
ご

一
相談
下
さ
い
。

一
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

一
れ
ま
す
。

一
な
お
、
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

一
次
の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

一一一納税は便利な口座振替で一一

だ

よ
第3期

第4期

第 5期

小綱岩本前国奥中

利雄 1義専俊H克義信 名

見牛上積 住

良家 j自l 林原j可 所

ftftftft ・
@@@@  
286  2 電
325  1 
3 3 2 2 3舌
7 7 9 5 

10 月の納税

国民健康保険税

国民健康保険税

町県民税

来月は
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圏
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(4) 

-
1

一
日
初
品
目
を
目
標
に
|

|

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

日

日寺

し

日
月
日
日
制

9

時
初
分
1

ロ
時
叩
分

下
林
集
会
所

住
民
の
方

無
料

健
康
手
帳
・
(
タ
ッ
パ
!
、

エ
プ
ロ
ン
が
あ
れ
ば
便
利。
)

内
容

調
理
実
習
・

試
食

一
栄
聾
士
一バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

(
ゆ
|
話
」
に
つ
い
て

一
保
健
婦
一
日
常
の
健
康
管
理
に
つ
い

一
の
話
一て

の

場
所
対
象
料
金

持
参
品

げ

希
望
者
に
は
血
圧
測
定
を
行
い
ま
す
。

r(;-;~------寸

病気でないということではありません

怠にごとlこ対しても前向きの姿鎮で

とりくめるような精神、肉俸

そして紅会的適応状態をいうのです.
W H 0__ í 後界保 l辺倒間) の軍宣伝よリ引用

胃

日対
時象

料場
金所

各
種
検
診
は
お
済
み
で
す
か

も
う
一
度

お
確
か
め
を

が「

ん
検
診

(住民結核検診・二次検診のご案内 )

料 l J 191ki 

J地位挙:い によ1)

『

」ーーュとームニーJ

人 時 四 T"山田j F 「』 品 …~ - I , 
けス康 人が負人 宮 間場子
らタ調負ん負 け 所
れオ査担検担担い 午 宮
るル表 診 ー が後下
方( 、 ん l 記 け
の字L 六四検 H寺の
みが 。 七 O 診 1 と し、
)ん 。 。 。 2 お
検 円 円円 H寺り が、

きロ2かシ
) 

を ん

実施日 場 !i/j' J也 区 害IJ • 
11 月 15 日恰) 下林集会所 下林 ・ 上村

手し
12 月 13 日恰) 重信町民会結 志津川・燐燈台・田窪

12 月 17 日伏) 重信町民会館 田窪 が、

12月 18 日附 上林公民館 上林

ん12月 20 日 後) 重信町民会館 見奈良 ・ 田窪団地

- 胃がん ・ 子宮けいがん・乳がん検診を申し 検 l

込みされた方には検診前に健康調査表を送

付します。

料受日
・ 付程• 

持
0 参。

7 月に実施しました住民結核検診を都合で受

診されなかった方は、下記の通り実施しますの

で、受診して下さい。

16歳以上の住民(ただし学校・職域・

病院等で受けた方は除く)

無料

胸部レントゲン撮影

個人通知書を該当者に配布しますの

で検診時に持参して下さい。個人通

知書のない方は、直接検診会場にお

こし下さい。

。異常のない方には通知l しません。

。精密検査(大撮等)の必要な方に

は通知します。

象

検診結果

判
歳
以
上
の
住
民

H
月

8

日
・
日
日
・
日
日

午
前
8

時
刊
分
l
M
時

重
信
町
民
会
館

本
人
負
担
五

O
O
円

(
町
負
担
三
、
二
O
O
円
)

受
診
で
き
な
い
人

①
宵
の
病
気
で
治
療
中
の
人

②
胃
の
手
術
を
受
け
た
人

③
妊
娠
中
の
人

①
②
の
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院

で
定
期
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

検
診
結
果

約
1

ヶ
月
後
に
通
知
し
ま
す
。

対

料金

検診内容
受診方法

日程表

検診場所

上林公民館
下林集会所
町民 会館

南野田集荷場

南吉井小体育館

北吉井小体育館

受付時間

9:00-9: 10 

9:40-10:00 

10:40-11 :20 

13 :20-13 :30 

14: 00-14: 30 

15 : 10 -16 : 00 

日月

11 月 18 日 (月)

約 1 ヶ月後、受診者全員に通知

叩
月
1

日
易
引
日

一ーイ建康は他人か ら与えられるものではなく、自らっくりだすもの一一

犬
の
危
害
防
止
対
策
推
進
月
間

十
月
一
日
か
ら
十
月
三
十

一
日
は

犬
の
危
害
防
止
対
策
推
進
月
間
に
な

っ
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
に
つ
い
て
は
、

放
さ
な
い
/

捨
て
な
い
/

迷
惑
を
か
け
な
い
/

の
「

飼
い
犬
の
三
な
い
運
動
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

三
な
い
運
動

を
守
っ
て
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

野
犬
に
つ
い
て
も
掃
討
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

- 検診結果

します。

h
れ
・
・
1

、
‘
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かS

土
か
ら
土
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル

生
ご
み
処
理
容
器
の

設
置
補
助
に
つ
い
て

E長
戦没者の遺族のみなさんへ

第 5 回特別弔慰金の支給について

(
第2
期
)

第 1 期では、延べ781基の申し込
みがありました。
ご協力ありがとうございました。

重信町では、生ごみの収集量が増加の一途をたどり 、
これに伴いごみ問題等も深刻化しています。
そこでごみの減量化を効果的に推進するため、生ごみ

処理容格設置補助金を、次の要領で交付します。住民の
方々のご協力をお願いします。

古
来
中
国
で
は
正
月
に
、
か
た
い
ア
一

メ
を
な
め
さ
せ
て
歯
を
丈
夫
に
し
、
一

長
寿
を
祈
っ
T
小
ま
し
た
。
わ
が
国
一

で
も
貴
族
、
公
安
の
社
会
で
行
わ
れ

一

て
い
て
、
有
名
な
「
源
氏
物
語
」
の
一

• 

概
L
rの
巻
で
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
一

い
ま
す
。
ま
た
、
紀
貫
之
の

「

土
佐
一

日
記
」
に
も
出
て
く
る
の
で
す

。

一

乳
児
の
「
オ
シ
ャ
ブ
リ
」
が
歯
固
一

め
を
よ
び
、
噛
む
運
動
を
始
め
る
と
一

き
、
母
子
の

一
体
と
な
っ
て
い
た
楽
一

国
か
ら
、
除
々
に
離
れ
る
頃
と
な
り
一

ナ
ガ
l

イ
人
の
生
い
た
ち
の
中
で
、
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
晴
乳
期
か
ら
、
離
一

幾
つ
か
の
生
き
る
詑
と
な
る
行
事
と
乳
食
に
き
り
か
わ
る
時
期
を
迎
え
ま
一

か
儀
式
が
あ
り
ま
す
。
南
の
島
フ
ィ
す
。
一

l

ジ
ー
で
は
、
村
人
の
見
て
い
る
中
北
の
因
。
成
長
し
た
キ
タ
ギ
ツ
ネ
一

で
、
焼
石
の
上
を
歩
い
て
渡
る
若
者
の
子
は
、
邪
険
な
ま
で
に
さ
れ
母
か
一

が
あ
り
ま
す
。
雄
々
し
き
・
勇
気
を
ら
ひ
き
離
さ
れ
ま
す
。
南
の
オ
|
ス
一

誇
示
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
メ
キ
ト
ラ
リ
ヤ
で
も
、
母
の
傑
ピ
入
り
た
一

ン
コ
の
山
中
、
「

『J
E
A
、

.. 
〉
〉

l
圃
〉

J

が
る
カ
ン
ガ
ル

一

マ
ヤ
・
イ
ノ
デ
(

「
歯
が
た
め
」
の
こ
ろ

)
l
の
子
は
、
母
一

イ
オ
が
成
人
す
る
や
、
高
い
樹
の
梢
親
か
ら
身
を
そ
ら
さ
れ
、
独
り
で
草
…

か
ら
「
っ
た
」
の
ロ
l

プ

一
本
で
、
を
食
む
よ
う
に
し
向
け
ら
れ
ま
す
。
一

真
逆
さ
ま
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
す
る
荒
行
は
る
か
に
大
き
く
、
進
か
に
広
い
一

が
あ
り
ま
す
。
大
自
然
の
憾
と
と
も
に
、
生
き
と
し
一

人
の
誕
生
、
こ
れ
こ
そ
家
族
に
と
生
き
る
私
た
ち
地
球
人

。
そ
し
て
お

一

っ
て
ハ
ッ
ピ
ー

な
微
笑
ま
し
い
風
景
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
心
の
奥
深
く
、
一

で
し
ょ
う
。
ベ
ビ
ー
の
生
後
七
、
八
そ
し
て
遠
い
過
去
に
、
噛
む
こ
と
で
、
一

ヶ
月
頃
か
ら
前
歯
が
生
え
て
参
り
ま
や
が
て
別
離
し
た
思
い
出
が
よ
み
が
一

す
が
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
子
供
え
り
、
は
に
か
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
一

の
成
長
に
何
か
感
動
さ
え
覚
え
る
の
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一

で
す
。
こ
の
頃
、
「
歯
が
た
め
」
と
一

い
う

言
葉
が
浮
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
一

「
お
し
ゃ
ぶ
り
」
の
ベ
ビ
l

用
品
一

も

「

歯
が
た
め
」
で
す
し
、
他
に
「
歯

が
た
め
」
と
い
う
行
事
が
あ
り
ま
す

。

一

支給の目的
昭和60年 4 月 1 日以降、公務扶助料、遺族年金等の受給権を有していた方が
失権し、現に固から何らの処過を受けていない遺族が相当数にのぼっているこ
とを考慮し、国として弔慰の意を表すために支給されるものです。

支給の方法
特別市慰金は、戦没者 l 人に対して、綴面 18万円の記名国債で支給され、平

成 2 年から平成 7 年までの 6 年にわたって毎年 3 万円づっ償還されます。

支給の条件
特別弔慰金を受けることができるのは、満州事変 (Pg和 6 年 9 月 18 日)以後
の戦没者の遺族のうち‘昭和60年 4 月 1 日か ら平成元年 3 月 3 1 日までの聞に、
公務扶助料、遺族年金等を受給していた方が失格(死亡絡網等)した場合です。
但し、第四国特別弔慰金(額面30万円)を受給中の方及び第四回特別弔慰金
を時効失権された方は請求しても受けることができません。

支鉛の対象者
特別弔慰金を受けることができるのは、主として次に記載された遺族のうち、
次の順序に従って最も!順位が先の方お l 人に限ります。
(1) 平成元年 4 月 l 日ま でに弔慰金 (遺膝国l車債権)を受けた方
(2) 戦没者の子
(3) 戦没者と生計を共にしていた①父母②孫③但父母③兄弟姉妹(鰭脳、養子
縁組により平成元年 4 月 l 自に氏がかわっている方は除かれます。)
(4) (3)以外の①父母②孫③但父母③兄弟姉妹⑤その他の三貌等内の親族(戦没
者死亡まで引き続いて l 年以 t生計を共にしていた方に限ります。)

繍求の期限
lj!f求の期限は、 平成4年6 月 27 日です。 JUI限までに消求しませんと受給でき

なくなりますからこ'注意下さい。

受付窓口
重信町役場厚生課特別弔慰金係 2⑬2001
愛媛県県民福祉部高前者福祉裸 宮⑪2111

2 

3 

4 

5 

内線 254
6 

補助対象及び補助金額
町内の一般家庭(事業所は除く)を対象とし、一世帯

2 個を限度とする。
処理容器定価 6 ， 000円 [ 自己負担額 3 ， 000円

( 1 個) l 町補助額 3 ， 000円

申し込み及び購入方法
重信町農業協同組合(北吉井・南吉井・拝志各支所)に期

限までに申し込みをして下さし、。その際印鑑が必要です。
申し込み期限 平成 3 年11 月 15 日まで
くわしくは役場厚生諜までお問い合わせ下さい。

まま([1)200 1 (内線 253)

唾画
里
親
を
求
め
る
運
動

の
実
施
に
つ
い
て

里
親
制
度
は
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い

児
童
に
温
か
い
家
庭
環
境
を
提
供
し
、

児
童
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

本
年
も
叩
月
1

日
か
ら
叩
月
白
日

ま
で
の
1

ヶ
月
間
を
里
親
月
間
と
致

し
ま
し
て
里
親
を
求
め
る
運
動
が
全

国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
方
、
里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
御
幸
二
丁
目
三
|
四
五

愛
媛
県
中
央
児
童
相
談
所

宮
⑫
5
0
4
0

附

つ一一一一一一一一ゴミは決められた日、場所へ出 しましょ
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〈第27固重 町文化祭〉 ( 囚圏直E

同町日時 11 月 2 日出
崎 I 1 8時~山手

1 1 月 3 日(日)--4 日(月)時間 9:00""21:00
場所 町民会館・図書館他

I I 喝所町民会館大ホール
劇出演人形劇場 たけのこ
'-.../ 人形芝居川ちゃん他

930 1030 12 1 30 2 3 30 4 5 

昨一 一→|• 一一歩 !• 
1 1 開会式 音楽祭 ト子供映画→会 ふるさと 手品 落吾回五ロ 子供映画一会• 

月 セレモニー 少年少女合嶋回、重 伝承芸能

3 
信コーラス、南小金 発表会

平日太鼓、他 管バンド、グリーク

ラブ、重中吹奏楽部、日
(日)

章識の会、 {也 ト川柳大会→ゴ
i• 俳句大会

9 10 11 12 1 2 3 4 567  8 30 9 

1 1 一φφーー ム同h E ム口、 同 発 表 ムヱエ 一一歩
コミ

月 文化講演会〔歌謡 ・ 舞踊・民謡 ・ 詩吟 ・社交ダンス ・ ジャズダンス〕
4 講師桑原征平

日
(月) 重信町歩行ラリー大会 → 短歌大会

美術展出品要項
出品種別 ・水墨画 額

・絵画 額又は軸表装

・書道 全紙以下で額又は軸

-写真 四つ切り以上

・ 手芸・陶芸 ・彫塑 室内展示のできるも

。〉

・ 児童生徒作品については、各小学校ご

とに募集

・華道 町内華道社中を通じ

て募集

出品資格 町内在住者及び出身者

町内勤務者及び通学者

出品数 一人 l 部門 2 点以内

出品料 無料。一般(高校生)は無審査とする。

出品申し込み 叩月 14 日 (月)迄に。町民会館に備えて

ある申込書を、文化協会事務局(町民

会館)へ提出する。

作品搬入 (期日厳守)

10 月 28 日開)-10月 31 日(柄

展示作業 11 月 1 日幽 9 : 00-21 : 00 

作品搬出 (期日厳守)

11 月 5 日(火) 8: 30 -19 : 00 

その他 不可抗力による損害については、主催者

は責任を負わない。

i寅題「征平め

人生エッセイ」

事業内容のご案内

事業の名称 ・ 期間・実施場所・内容

一一一一一事業内容 一一一一一一

共催者名
協賛者名

(共催)

{展示部門] I 重信町
会美術展

油彩 ・ 水彩 ・ 水墨画 ・ 書道 ・ 写真・ | 重信町教
陶芸 ・ 手工芸・他 |育委員会

女児童生徒作品展

絵画 ・ 工作 ・ 書道 ・ 短詩

交響道展 I (協賛)
食菊花展
"(;:{米消費拡大 P Rパネル展 |商工会
食国民年金展
会郵便局切手展 |森林組合
会盆栽展

[芸能部門] I 重信農協
女芸能合同発表会(部門代表を選抜し、
競演する。) I ライオン
食ふるさと伝承芸能発表会 |ズクラブ

公音楽祭

公子供映画会 郵便局

会手品
"(;:{落語 |青年団

[文芸部門]
会俳句大会食短歌大会食川柳大会 |婦人会

[囲碁将棋部門]コーナーを設けています。
[バザ一部門] ボーイ・

女郷土料理コーナ一試食 食お茶会 |スカ ウト
女各種団体バザー(商工会、ライオンズ、

婦人会、他) I その他
[講演部門] 公文化講演会

一一一わたしの まちの文化祭'91一一一
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1 1 月 3 日(日)

1 時......，2時

4時"""'5時

1 1 月 4 日(月)19 : oo ,...__, 
町民会館大ホール
前売400円(当日 500円)

日時
場所
聴講料

昭和19年 5 月京都市に生まれる。昭和42年 3 月成城大学

卒業後大阪の酒問屋に入社、 2 年間酒のセールス7 ンの体

験をする。
新聞公募により、関西テレビ報道局アナウンサー試験に

合格したという変り様。 r命知 らずのアナウンサー」 のニ

ックネームがあり、ざっくばらんできさく、そして誰から

も親しまれる庶民性をもち、子供から老人までの幅広い層
のファンを獲得する 。 体験、話題は豊富で"現代テレビの
視聴率!被争J現代アナウンサ一銭酷物語泳、ブラウン管から

見た子f共たち、、などテレビ界のウラ ・オモテなどについて、

硬い話から柔らかい話まで折り混ぜ、大いに楽しませてく

れます。

同時上映

ミッキーマウスの

メリー・クリスマス

重信町歩行ラリー大会
日
時

場
所

ク
ラ
ス

。
岨
桃
子
組(
小学
生
以
下
を
含
む

家
族
)

。

一
般
組
(
中
学
生
以
上
)

。
小
学
生
女
子
組(
四
年
生
以
上
)

。

小
学
生
男
子
組
(
四
年
生
以
上
)

グ
ル
ー
プ
は
、
一
二i
五
名
で
編
成

申
し
込
み

当
日
ま
た
は
電
話
で
宮
@
1
5
0
0

け
月
4

日
嗣
9

時
ー
は
時

町
民
会
館
(
集
合
)

内

.,." 

-a-

菊花展

大
輪
菊
・
盆
栽
菊
・

懸
崖
菊
・

切
花
菊

賞
「
町
長

賞
」
等

申
し
込
み
叩
月
初
日
ま
で
に
、
社
会

教
育
課
へ
織
柑

俳句・短歌・川柳大会応募・開催要項
薬害に住所 ・ 氏名 ・ 電話番号を明記し 10 月 14 日必着で下記

'̂ 。
T791-02 

重信町大字国窪2370
重信町民会館内「重信町文化協会事務局」

俳 選者 岡本健治 先生

句 兼題 1 人当季雑詠 3 句で、未発表作品に限る。
席題 l 人嘱目 2 句以内で、 未発表作品に |浪る。

図 当日投句の締切りは13時

安豆 選者 中本幸子 先生
歌 兼題 1 人当季雑詠 3 首で、未発表作品に限る。

図 席題 なし

J 11 選者 上岡喜久子先生
宿題 「動 く J í夢J r ピソタリ」の 3 題のそれぞれ

材。 2 句を投句する。

図
席題 1 人l属目 2 旬以内で、 未発表作品に限る。

当日投句の締切は 13時

食 バ
ザ
l

案
内

団

f本:

重
信
町
農
協

(
新
村
営
農
集
団
)

重
信

町
農
協

(
上
林
青
空
市
)

重
信
町
森
林
組合

東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

重
信
町
青
年
団

重
信
町
婦
人
会

松
山
地
区
保
健

栄
養
推
進
協
議
会

文
化
協
会

(
お
や
、
」
劇
場
)

重
信
町
商
工
会

""-3'-_ 
名

日
/
4

日
/
3

H
/
4
 

日
/
3

日
/
4

日
/
3

日
/
3

日
/
3

日
/
4

日
/
3

日
/
4

日
/
3

日
/
4

日
/
3

日
/
3 期

日

・

時
10 

30 

10 

30 

n
u
・

n
U

E
i
.

。
。

n
u
・
円U

1A
-
q
a
 

ハ
U
-
A
U

'
a
-

勺
δ

10 

30 

10 10 

30 30 

10 10 

30 30 

n
u
-
n
u
 

t
A

・
勺
o

n
u
・

n
u

可
A
-
q
o

10 

30 

n
u
・

ハ
U

可

A
-
q
J

10 

30 

間3

・

0

1

・

0

2
u
-
n
u
 

t
A
-
n
u
 

3
・

0

1
A
-
H
U
 

Q
U
・

n
u

咋
A
-
A
U

13 

00 

q
d
・

n
u

唱
i
・

n
u

q
u
-
n
u
 

可
A
-
n
u

q
d
・

n
U

1
A
-
n
u
 

13 13 

00 00 

13 13 

00 00 

13 

00 

つ
d
-
n
u

t
A
-
n
u
 

q
u
-
n
u
 

-
-
O
 

日
月

3

日
(
文
化
の
日
)

日
月

4

日
(
月
曜
日
)

出
店
内
容
等

野
菜
、
さ
つ
ま
い
も

野
菜
、

加
工
品
(
ミ
ソ
、
他
)

し
い
た
け
、
ぜ
ん
ま
い

木
製
品
、
刃
物

鉢
植
え
の
花

日
用
雑
貨
品

つ
け
も
の
、他

明
り
出
し
市

手
作
り
口
問
、
郷
土
料
理

郷
土
料
理
、
試
食
コ
ー
ナ
ー

手
作
り
ク
ッ
キー
、
ヶ
l

キ

お
も
ち
ゃ

タ
オ
ル
、
洗
剤
な
ど
の
日
用

雑
貨
品
山
棋
の
即
売
会

じ
ゃ
こ
天
の
実
演
版
売

鮮
魚
、
お
な
じ
み
の
た
こ
焼
、

焼
そ
ば
の
屋
台
、
そ
し
て
食

堂

一一一あしたがみえる文イヒをつくろう 一一一



(8) 

成
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
横
河
原
三
年
連
続

女
子
田
窪
が
優
勝

二
十
七
回
目
を
迎
え
た
重
信
町
成

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
九
月
一
日

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

他
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ぷ、の'1' し報広

日
時日

月
行
日
制

叩
時
加
分
i

場
所
(
ス
タ
ー
ト
地
点
)

愛
媛
県
総
合
運
動
公
園

種
別高E回県民健康マラソン大会

・石鎚道でラソン

(_ バ\ ( 
\1 ゾ ビ

ir 
r道堅

男
女
と
も
二
十
分
館
が
参
加
し
、

実
力
伯
仲
の
熱
戦
を
く
り
広
げ
た
結

果
、
男
子
は
三
年
連
続
横
河
原
分
館

が
、
女
子
は
田
窪
分
館
が
優
勝
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

直=:IJ
優勝
繊河原

準優勝
F 林

第 3 位
見奈良

区二百
{憂勝
田窪

準優勝
八反地

第 3 f.立
上林

一K
乙
小
学
生
の
部
(
男
子
・
女
子
)

一
二
中
学
生
の
部
(
男
子
・

女
子
)

仔
リ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

T
d)
中
学
生
の
部
(
男
子
)

ほ
巴

一
般
の
部
(
高
校
生
以
上
)

m
g

一
般
男
子
(
高
校
生
以
上
)

而
巳

一
般
女
子
(
高
校
生
以
上
)

参
加
申
し
込
み

町
民
会
館
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
取
り
に
き
て
下
さ

い
。
ま
た
当
日
の
申
込
み
も
可
。

主
催愛

媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
祭
実
行
委
員
会

優勝 田窪チーム

圃
主
催

重
信
町
教
育
委
員
会

-
応
募
資
格

町
内
在
住
の
小
・
中

高
校
生
及
び
一
般

-
応
募
用
紙
等

4
0
0

字
詰
原
稿

用
紙
5

枚
以
内
、

一
人

一
点
と
す
る

0

.
課
題
図
書

書
名
は
指
定
し
な
い

が
、
町
内
小
中
学
校
図
書
室
及
び
重

信
町
立
図
書
館
に
あ
る
図
書
と
す
る0

・
提
出
期
限

平
成
3

年
刊
月
初
日

・
提
出
先

重
信
町
立
図
書
館
(
小

.
中
学
生
は
学
校
で
ま
と
め
て
提
出

す
る
。
)

-
入
選

小
学
生
の
部
入
選
8

点
・

佳
作
叩
点

中
学
生
の
部
入
選
3

点
・

佳
作
4

点

一
般
の
部
入
選

2

点
・
佳
作
若
干

審
査
は
選
考
委
員
が
行
い
、
入
選

作
品
は
重
信
町
文
化
祭
に
発
表
し
、

記
念
品
を
贈
る
。

毎月 20 日 毎月 17 日 毎月 1 5 日

揺上 牛牛沼田 西岡 八志津川 機河原 樋口 山之内
磨間 前団m集刻 会池集会集;笠「一一ー「一反A口s、 1也 自丹集会 J也団 i集~ ス 療駅 水石畠i資-弁箆高 場
団 朝 t也会 衛生 集会地ス所H'1 所養 所j 田直店商前丸 パ 集会口 橋前 商店間"'1 I桔身也ミEー 比元"ぇミ、 一警 所前 所前所前 隊谷所前

官石 所前ア卜 宿 弘ス

会目所l 前酒店
会集 合内積i1ﾐ 舎11') 氏宅 {前亭 所前 所

戸HlIfl 検
目'1

15114 13111 1019 16115 14113 1019 16115 14113 11110 1019 
35135 30110 20130 05120 25130 25130 05115 15100 20 45 05 301~寺
111 111 111 111 111 111 111 111 111 111 
16115 14112 11110 16116 15114 11110 17116 15114 11111 10110 問
30130 30100 00110 30100 10115 00115 00100 。。 。。 50 15135 。。

祝 (心 毎月 27 日 毎月 25 日 毎月 22 日
日運

上林 本下林 上村 南

北集会野闘 新村鹿也支
~t に行

あ日 野 野

fこカず 筋中菅Ii.公二

品集会会語集草事商書集会 ヲ
農石 国 dE,3 、

協支 丸 会集 団
る月 会集 店商野前 会松集本館前民 瀬会集ノ 地

受仁1 H程 所"'1 所A'1 所円'1 段集会 所"'1 店街"'1 所再íj 所前所横 集会
で目、 所前 検所 所前 所目'1 所HIJ 
皇警

15114113111110 9115114113111 1019 14 13110 9 
行百 10115130120125 30130130130110 15130 30 30140 30 
し躍 111111111 111111111 111 111 
ま 日 16115114112111 10116115114111 11110 15 14111 10 
す 00100110100110 15120120120150 00110 20 20130 30 

一一一図書館をあなたの本棚に一一一

読書週間

図~図

風
も
，、白

め l
くジ
るを
秋

*一新刊図書のご案内一*

〈ジャーナリズム・歴史書> 0マスコミはたたか
っている (茶本繁正) く〉スポーツ記者が泣いた日
(i菜見喜久男) く〉古代浪漫紀行(黒岩重吾) 0藤
原定家の時代(五l味文彦) <経済 ・社会学> 0 日
本経済近現代のあゆみ(小島恒久) 0外国人労働
者(手塚利彰)0大地は死んだ(綿貫礼子 ) 0シ
ュワルツ コフ正伝 PART2 (クラウディオ ・ yゲ
ッティ ) 0 トリカブト殺人疑惑(山本奈生) <医
学書> 0病院の検査のすべて(稲富恵子) 01悩の
中の時計(川村i告) 0ガンに勝った尿療法 (佐野
鎌太郎) <芸術 ・芸能〉 く〉油絵カラーリングブ ッ
ク(小松崎邦雄)0私はかく闘った(千代の富士
貢)0賞花倒光司一素顔の青春(日本文芸社)
〈文学書> 0よみがえる万葉人(永井路子) く〉田
舎ぐらし(柴田亮子)く〉なるほど愛情学(武田鉄
矢)0外科東病棟(江川崎)
0今月の標語 〈本は心の栄養〉

0 開館時間 9 時から 5 時30分までです。

ft64-3414 

[f*jg-~ I :f~.~ =;~2月末日

~!i tt L訟ii; : i;i 午後 l 時3附ミら
図書館



圃
園
田
幽
置

生
活
を
見
つ
め
て

|
|
女
性
の
立
場
か
ら
|
|

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、
同

和
問
題
と
直
接
関
係
が
な
い
よ
う
に

み
え
て
も
実
は
密
接
な
関
係
を
も
っ

て
い
る
差
別
と
か
偏
見
と
か
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

J~' 

ま
ず
、
目
に
つ
く
も
の
と
し
て
、

長
い
生
活
慣
習
と
し
て

育
っ
て
き
て
、

今
で
は
日
常
生
活
の
中
に
と
け
込
ん

で
い
る

「
家
柄
に
コ
ダ
ワ
ル
」
と
か

「
世
間
体
を
気
に
す
る
」
と
か
「
迷

信
に
マ
ド
ワ
サ
レ
ル
」

と
い
っ
た
問

題
が
あ
り
ま
す
。

の,-y し報

次
に
、

「

女
性
差
別
」

の
問
題
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
も
生
活
の
中

に
し
み
込
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、

そ
れ
と
気
づ
か
な
い
も
の
も
み
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

歴
史
的
に
み
て
も
、
女
性
で
あ
る

が
故
に
、
よ
く
差
別
の
対
象
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
「

女
の
く
せ
に
」
と

か

「
女
が
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
何
に

な
る
」

な
ど
と

言
わ
れ
た
経
験
の
一

つ
や
二
つ
は
お
持
ち
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

広(9) 

と
とし、さ

かうら
く問に
私題
たが私
ちあた
はりち
外、まの
見、す 「
的、。職、

な、 業、
も、観、
の、 」

で
物
事
を
判
断
し
が
ち
で
す

。

例
え

ば
学
歴
や
服
装

の
良
し
悪
し
、
住
ん

で
い
る
住
居
や
生
活
程
度
な
ど
で
先

入
観
を
持
ち
、
そ
の
人
個
人
の
価
値

を
認
め
よ
う
と
し
な
い
面
が
あ
り
ま

す
。
同
様
に
職
業
に
よ
っ
て
人
の
値

う
ち
を
判
断
し
て
い
る
場
合
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
の
中

に
は

差
別
を
支
え
る
要
因

が
い
ろ
い

ろ
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
要
因
を
し
っ

か
り
と
み
つ
め
て
取
り
除
い
て
い
く

こ
と
は
、
こ
れ
が

生
活
に
か
ら
み
つ

い
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
家
庭
や

地
域
に
生
活
し
て
い
る
女
性
に
、
そ

の
役
割
の
多
く
を
担
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
複
雑
な
人
間
関
係
の

中
で
微
妙
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
社
会
生
活
を
維
持
し
て
い
る
の
で

す
。そ

こ
で
、
生
活
の
す
べ
て
を
見
直

し
、
改
め
て
い
く
よ
う
心
が
け
る
と

と
も
に
、
私
た
ち
は
正
し
く
も
の
を

見
つ
め
、
正
し
く
知
る
こ
と
に
努
め
、

あ
る
い
は
正
し
く
判
断
し
、
か
つ
行

動
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

意分、り :理送
識と、、 - ，しるそ
し社、社 つ !てたれ
た会、会 、 ;みめで

生と、性社 i まのは
i舌の、の会!す私
をか、向的;。た今
すか、上責! ちー
るわ、を任 J の度
こり、図を j 心社
とをる果 i 構会
。十なた j え生
分どし; を活
に自、た; 整を

特別企画展

二松山藩ゆかりの西ノ岡焼=

十
周
年
記
念
号

重
信
史
談

発
行

乏イ玄えィえ
引 1 ・ ， " 

ニ
つ
、
自
分
だ
け
の
尺
度
で
な
く

一

一客
観
的
に
物
事
を
判
断
す
る
こ
と
。
一

三
つ
、
他
人
の
気
持
ち
を
十
分
汲
一

一
み
と
っ
て
人
間
関
係
を
つ
く
り
、
無
一

一
神
経
な
言
動
を
行
わ
な
い
こ
と
。

な
ど
の

三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
に
向
か

っ
て
取

り
組
む
た
め
に
は
、
私
た
ち
女
性
の

力
を
大
い
に
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

松
山
藩
第
十

一
代
藩
主
松
平
定
通

公
が
、
文
政
二
年
(

一
八

一
九
)
に

訪
れ
た
西
ノ
岡
窯
(
江
戸
時
代
後
期

も
の

1

明
治

三
十
年
頃
ま
で
開
窯
)
の
物

駅
で
、
今
回「
珠
州
松
山
」
-
「
与

州
松
山
」
銘
の
ほ
か
九
種
類
の
記
名

陶
磁
器
片
な
ど
が
多
数
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

調
査
の
結
果
、
従
来
、
松
山
藩
の

お
庭
焼
l

東
野
焼
l

瀬
戸
助
焼
と
さ

れ
て
い
た
焼
物
の
大
半
が
、実
は
「
西

ノ
岡
焼
」

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た

。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
非
常
に

高
い
技
術
と
多
彩
な
技
法
が
用
い
ら

れ
、
優
秀
な
陶
工
が
集
め
ら
れ
て
い

重
信
史
談
会
は

こ
の
ほ
ど
、
会

誌

「
重
信
史
談
」

を
発
行
し
た
。
昭
和

五
十
七
年
五
月
に
創
刊
号
を
出
し
て

か
ら
毎
年
欠
か
さ
ず
発
行
、
こ
と
し

は
十
周
年
記
念
号
と
な
り
、
同
会
の

地
道
な
活
動
ぶ
り
を
示
し
て
い
る

。

収
録
原
稿
は
十
二
篇
、

「

造
塔
の

流
れ
の
な
か
の
重
信
町
内
五
輪
塔
」

(
高
橋
大
蔵
)
、
「
吉
山
城
主
和
田

河
内
守
吉
盛
公
の
子
孫
田
中
家
に

つ
い
て
」
(
渡
部
正
寿
)
、「
大
安
寺
と

至
宝
浬
繋
像
」

(
石
丸
法
明
)
、「
享

保
飢
僅
秘
話
ゅ
う
げ
塚
物
語

」
(
森

常
蔵
)
、

「
南
北
動
乱
と
郷
土
の
武

士
た
ち
」
(
別

府
頼
雄
)
、

「

伊
予

天
神
雛
雑
考
そ
の
変
遷
と
天

神
を

め
ぐ
る
人
々
な
ど

」

(
武
智
成
彬
)

な
ど
、
い
ず
れ
も
郷
土
に
題
材
を
と

っ
た
佳
篇
ば
か
り
。

寒
風
が
吹
く
、
」
ろ
の
鍬
ぞ
め
さ
ん

た
こ
と
が
う
か
が
え
、
西
ノ
岡
焼
は
、

ま
す
ま
す
伊
予
陶
芸
史
上
見
逃
せ
な

い
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
西
ノ
岡
焼
の
姿
を
、
「

徐
州

松
山
」
・
「

与
州
松
山
」

在
銘
の
伝

世
品
や
新
し
く
発
見
採
集
さ
れ
た
も

の
な
ど
約
五
百
点
を
展
示
し
紹
介
し

ま
す
。

もの.げ一一一

間
一
十

一
月

二
日
か
ら
十

一
月

二
十
九
日
ま
で

所
一
重
信
町
立
歴
史
民
俗
資
料

館
第

一
展
示
室

休
館
日
一
十
一
・

十
七
・

十
八
・

二
十
三
・

二
十
五
日

期場

一一一命は尊ぶものfノ人は尊敬 し合う

(
田
の
神
の
ま
つ
り
)
の
思
い
出
や
、

馬
の
灸
治
場
の
思
い
出
。
ー

馬
の
灸

治
場
が
で
き
た
の
は
大
正
八
、
九
年

頃
で
あ
っ
た
馬

一
頭
を
入
れ
る
く

ら
い
の
枠
の
中
へ
馬
を
入
れ
て
灸
と

針
を
し
た
。
馬
の
灸
は
唇
を
め
く
り

あ
げ
、
歯
茎
に
焼
き
こ
て
(
鑓
)
を
当

て
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ジ
ユ
ツ
と

音

が
し
て
煙
が
あ
が
る
。
針
は
足
の
く

る
ぶ
し
に

一
面
三
ミ
リ
く
ら
い
の

三

角
錐
を
た
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。
針

を
抜
く
と
、
ど
っ
と
血
が
迅r
出
る
。

は
じ
め
は
十
セ
ン
チ
ほ
ど
飛
ぶ
が
、

だ
ん
だ
ん
と
小
さ
く
な
り
終
に
止
ま

る
。
重
信
町
出
身
で
高
野
山
大
僧

正
の
井
上
龍
雄
き
ん
の
「

ふ
る
さ
と

回
顧
」
の
記
述
は
興
味
深
い
。

購
読
き
れ
た
い
方
は
、

重
信
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で

宮
@
3
4
1
4
0



(10) 
ぷ、の

ラ
ス
ト
・
サ
マl

4 
l 万
検人
河 lこ
原きや

智わ
問、

るつ
方言，

幸良 '1' 

成
河
原
の
観
月
祭
が
8

月
幻
日
夜
重
信
川
機
河

原
遊
園

地
で
聞
か
れ
、
花
火

大
会
や
盆
踊
り
、
俳

句
大
会
、
夜
店
の
金
魚
す
く
い
な
ど
、
夏
休
み
最

後
の
土
曜
日
を
楽
し
も
う
と

、

四
万
人
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

し広

9
月

6

日
、
日
本
赤
十
字

社
主
催
の
「
巡

回

一
日
赤
十
字
」
が
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

家
庭
看
護
法
や
救
急
法
又
老
人
性
痴
呆
の
予

防
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
学
ぴ

ま
し
た

。

面
巡
回

〆

高齢者訪問

9 月 1 3 日、東村町 長が町内95歳以上の 10家庭

を訪れ、 I~C念品を子波し、長寿を付i'.，、ました。
大北虎次郎さん (牛j員1]) は、明治28if.生まれ

で96i訟です。まだまだお元気で、毎日農業に精

を 11 '， し ておられます。

束村町長

“ 
、"・・J.・ 1・

L....且....且一

町の話題をバチリ

池友会(西岡)池土手に花文字(サルビア)

池友会は、地域のコミュニケーションが少なくな っ た昨今、 地域の活性
化のため、何か活動 しよ うではないかと、自然発足した会で五年目になり
ます。花いっぱい運動や演芸大会など、計画 ・ 実行し喜びを味わう会にし
ようと、会員一同はり きってい‘ます。

マ

，
!

盟

-

下
林
区
民
大
運
動
会

小
牛
登
場

台
風

一
過
の
9
月
8

目
、
下
林
区
民
の
税
陛
と

融
初
を
は
か
る
た
め
の
第

叩
同
区
民
大
運
動
会
が

拝
志
小
学
校
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
お
馬
の
親
子
、

ビ
ン
倒
し
、

小
牛
耳
瓦
場
の
ハ
テ
ナ
・

ゲ
|

ム
な
ど

農
繁
前
の
秋
の

一
日
を
家
肢
で
楽
し
み
ま
し
た

。

L圃...且...且ι

・...圃』圃』圃L圃凶

目
t
J:
 

目
『E慰人老居市虫

V
官
匂

きた

-

i
1
7ド
h
r
h滋
州

寝

』. 

9 ,J 1 3 日、敬老の日を 所l にして、.w::信111 ] 婦人

5 団体 (日 赤奉仕問、母子寡婦悩祉会、 ~~f 人会、

農協婦人部、ともしびれi税クラブ)のみなさん

が、町内の寝たきり ・ 4虫庇老人 1 45 名の 応々の慰

問を行いました。

つ一一一一トベルトは正 しく 着用 しましょ一一一一ー シ/ 一一



告
知
板

ぶ

消
防
操
法
地
区
大
会

牛
測
第

3

位
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
正
確
さ
、
速

さ
を
競
う
第
十
八
回
愛
媛
県
消
防
操

法
地
区
大
会
が
、
八
月
二
十
五
日
北

条
市
で
行
わ
れ
重
信
町
消
防
団
第
二

分
団
第
三
部
(
牛
測
)
が
、
ポ
ン
プ

自
動
車
の
部
で
み
ご
と
第
三
位
に
入

賞
し
ま
し
た

。

こ
の
大
会
は
、
松
山
市
・
北
条
市

.

温
泉
郡
の
消
防
団
が
集
ま
り
二
年

に

一
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

の'-1' し

重
信
町
消
防
団

第
二
分
団
第
三
部
(
牛
測
)

選
手
の
み
な
さ
ん

ー
j

郵
便
貯
金
月
間

一
豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

f
|
|

叩
月
1

日

S

引
日

幸良広)
 
-l
 
(
 

郵
便
貯
金
は
、
簡
単
で
確
実
な
貯

蓄
の
手
段
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
経

済
生
活
の
安
定
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た

、
み
な
さ
ん
か
ら
お
預
り
し

た
大
切
な
お
金
は
国
の
財
政
投
融

資

の
主
要
な
原
資
と
し
て
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、
公
庫
、
公
団
な
ど
各
方

面
に
融
資
さ
れ
み
な
さ
ま
の
暮
ら
し

に
関
係
の
深
い
住
宅
や

学
校
の
建
設
、

道
路
、
水
道
、
公
園
、
ゴ
ミ
処
理
場

な
ど
生
活
環
境
整
備
の
た
め
に
活
用

さ
れ
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

H

豊
か
な

社
会
.
つ
く
り
。
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

事
業
主
の

の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

労
働
省
で
は
、
叩
月
1
日
か
ら
叩

月
白
日
ま
で
を
、
労
働
保
険
適
用
促

進
月
間
と
定
め
、
労
働
保
険
の
未
手

続
事
業
の
解
消
を
全
国
的
に
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

未
手
続
事
業
主
の
方
は
、
お
早
め

に
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
グ

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談

お
問
い
合
わ
せ
は

-
松
山
労
働
基
準
監
督
署

宮
⑮
5
8
1
1

・
松
山
公
共
職
業
安
定
所

官
⑮
1
0
1
0

労
働
保
険

正
し
い
理
解
と

す
み
や
か
加
入

ー
受
講
生
募
集

i

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

-
経
理
事
務
(
商
業
簿
記
2

級
)

対
象

就
業
を
希
望
す
る
家
庭
婦
人

・
な
ど

日
月
初
日
嗣
1
1

月
幻
日
側

ま
で
の
聞
の
幻
日

9

時
加
分
i

日
時
叩
分

「但
し
、
年
未
年
始
ロ
月
別

)

一日
出
i
l

月

9

日
榊
及
び

一

戸土
曜
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
」

日
時

み
な
さ
ん

r、、

r-.._ 

詳
細
等
の
お
問
い
合
わ

せ
は

愛
媛
労
働
基
準
局
賃
金
課

岱
⑮
2
1
0
1

又
は

松
山
労
働
基
準
監
督
署

宮
⑮
5
8
1
1

へ
ど
う
ぞ
。

1 日

3.982円

(Jすい

最低賃金
改定

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
愛
媛
県

内
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
、

愛
媛
県
最
低
賃
金
を
決
定
し
、
叩
月

1

日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。この

決
定
に
よ
り
叩
月

1

日
以

降
従
業
員
に
支
払
う
賃
金
は
一
日
、

三
、
九
八
二
円
(

一
時
間
四
九
八
円
)

以
上
と
な
り
ま
し
た

。
な
お
こ
の

最
低
賃
金
に
お
い
て
、
精
皆
勤
手

当

通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
は
賃
金
に

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

受定
講
料員

初
名

無
料
(
教
材
費

一
部
自
己

負
担
)

松
山
市
山
越
町
制
倒

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー
宮

⑮
2
2
0
1

申
込
方
法
印

月
お
日
働
ま
で
に
、

印
鑑
持
参
の

上
、
直
接

右
記
会
場
へ
。

.6、
主主

場

相談
無料

各
種
相
談
所

松所日 300 官官 4 1 10 町 (水)0 全 130 2 (柄。 時。
山 分日 l 丁 11 15 日 議時日 階日

ず 8 I 時↓ 階目時時時↓ 奈 10 時 室 i 時 | 全日時 イ寸| 。 Il寺
山 H寺 17 4 0 良時 15 f義時 戸場ifr 10 市本 30 II寺月 震 10 第月 l104玄:... H寺 10 心 室 I 10 
分 o a翠 2 場 l 曜 通 重 16 月 保険 月 配 15 月 政 月

町 l 第日務 E 県 所 ・ 日 事 E 信時 2 ~ 。 9 ご H寺 9 役 17 権
H 1 12 1 I 翌日米 ⑪交震 3 1 故 @my 日 年 場日 と 日 場日 相
@丁時 ・ 曜金 2 通 松土金 相 l 商 O 休) 金 所附 相 。(ね 相 2 (榊

4 目 3037 l 事県 山曜日程? 2 工場 ・) -談 場 ・吾火 階説
5 3 分 ・ 日 1 故庁第 市日日 所 1月1 昌子| 
8 I 5 I 相談 ー 4 官官 月 場日 t~ 時
9 4 0場 土 8 二番 9 9 重 6 2 (柄 i~ 14 室 i

11翠時 所 53IJ my 時時 信日 階 場日 15 
秘密
厳守

トは正しくかぶりましょう一一一一一一一~ノレメッ



(12) 

聞
圏
園
町
四
国

ぶ

保

護

者 九
月
十
五
日
届
出
分

出
生
(
お
め
で
と
う
)

住

所

の

牛検樋検牛南牛下志牛
i可河野 津

洲原口原洲回洲林川洲

平日高長繍 i美坂葛高小 i頼
回須田口山本原橋畑野

賀
陽誠 尚 武孝久 ~ 
I台 i台悟人修義志仁剛司

将仁成万魁桂 j毎潤友萌

t-f し報広

出
生
児

一生
年
月
日

里
一
一

美
一
8

・

日

一
一8
・

ロ

士
一
8

・

日

子
一8
・

日

人
一
8

・

日

也
一8

・

日

美
一
8

・

げ

美
一
8

・

m

一
一8
・

w

0
0
・

R
U

田 ド牛上西

窪 林 i剃村岡

市泉 大戒越大
森能智西

光 武博義博美
男 彦秋弘

大大雪紀千有 裕絢
樹 I也乃 貴子

9 9 8 8 8 8 

11 11 29 28 26 20 

北横田西北見牛 牛上 志下回見志下
野河 野奈 i宰 奈 i章
田原窪岡田良決IJ 洲村川林窪良川林

相原野松森明田山由岡木村松仲林末号宜 I
関下川賀中内井田 本田 光谷

つヤ

勝時陽子 泰 i孝前誠悦森定た久ヱえ
子 一 子 ヨ要造 一夫夫夫 の行ノョ

47 75 50 89 87 59 70 58 56 84 64 70 71 80 88 

9 9 9 9 9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

15 8 6 5 2 31 28 26 25 25 24 22 21 21 21 

⑧
⑧
⑧
⑮
 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
重
信
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
下

さ
い
ま
し
た
。
温
か
い
善
意
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
須
賀
公

さ
ん
(
田
窪
)

木
村

一
正
さ
ん
(
志
津
川
)

山
内
孝
ニ

さ
ん
(
牛
測
)

白
井
一
栄

さ
ん
(
牛
測
)

大
西
直
樹

き
ん
(
千
葉
県
)

形
上
圭
男

さ
ん
(
樋
口
)

森
川
重
喜

さ
ん
(
田
窪
)

栗
田
政
去

さ
ん
(
志
津

川
)

橘
耕
滋
後
援
会

の
み
な
さ
ん

(
松山
市
)

重
信
町
教
育
相
談
室

3

キ
寸1
7

寺

1
4
U

H

1

よ
円
H
H

日
時

毎
週
水
曜
日

場
所

図
書
館
三
階

電
話
で
も
よ
い
し
、
直
接
来
館
さ

れ
て
も
結
構
で
す
。
お
子
さ
ん
か

ら
の
電
話
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宮64 -3437 へ

11 10 月

27 20 13 6 3023 16 9 2 日

八菅大水 i也 i也林武智稲有f キ目木野森田 )11 )11 
ト 2長

光忠敬敏 邦敏シ道 警
貝秋 t佳子 l資 男 朗 子子 一

夢E

t
(
お
悔
み
)

月 H 行 事 名 H寺 間 場 所

16休)
インフルエンザ予防機種①
対象(北吉井幼 ・ 双葉保・ 14 :00-14 :30 t吉井小学校体育館
北吉井小・ 3歳以上の住民)

17(ね 手人[権鬼:健相談診ぴ正当証 i.f2 ;Ji~ï '. 10 :00-15 :00 役場会議室
H3 ・ 6月 生ま れの児)

13 :30-14 :30 町民会館

18働 インフルエンザ予防接一種般①) 14:00-14:30 上林小体育館(対象上林保・小 ・ 3歳以上の
2α日) 当番医 八木耳鼻日悶喉科 ・ 皮フ科 咋試)) ft64 -5400 

10 2 l(月)
離乳食学級

13:30-15:30 IUT 民会館
対象 (H3年2 ・ 3 月 生まれの児)

22(刈 中央料理教室 9:30-12:00 PIT 民会館
インフルエンザ予防後種

23(利 対象(ï有吉井保・第21最 ・ 重信幼 ・ 14 :00-14 :30 南吉井小学校体育館
南吉井小 ・ 3歳以 kの 4般)

心ポ配リオご生と相ワ談ク所チン投与 13 :00-15 :00 役場会議室

24(村 l回目 H3.2.1-H3. 6 . 30生まれの者
14 :00-15:00 町民 会館

2回目 H2 . 7.1-H3. 1. 31生まれの者

Jl 
4 歳未満の未投与児

三付司ま、田れ象懲の(プS児合64及ミ{誼V回1HS混収歳~合未H日)満子元の醐年6未醐3按0径日生児) ' l '1 4' :'0'0~ 1~ ': '30 l 町 長 会 館25剣

26ω 役場開庁日
27(日) 当番医 愛媛十全医療学院附属病院 川内町南方 ﾟ66-5011 
28(月) 健康相談 (30 日まで)各地区

:ll(t) イ象民ン(健拝フー康芯ル保f，'l;エ・険小ンi・i3ザ-i歳語予以4一期上防・の彼同I一)種H般t①訂)正||| iH14S湖:0;0-j~ki証14料: 3金0H|||i 持士芯小学校体育館面対 9 ，，~j i，}納期'H 一一一 一
2ω 文化祭(前夜祭)

3 (日) 主重化信り町B歩-行-ラ当季リー医大ーー会重f草?空リラ:可立...志津川L..~台民三1188一 一

4 (fI) 様主替餐休僅日一 f一E藤答お休グ日…のたーめ、 ーごみ一 収一;集缶l詰ま休'[1 みl- 7ー 日(村に出して下さい。
リニック ß64 ー 1234

インフルエンザ予防機積②
7 (t) (対象北吉井幼・双葉保・北吉 14:00-14:30 北吉井小学校体育館

井小・3歳以上の一般)

午育がジんー検フ診jL(対.I.象-長404議f子以上ー防の接住民稜)② 8:40-10:00 町 民会館
8倹j

(対象 上林{呆・上林小・ 3 i君主 14 :00-14 :30 上林小学校体育館
UJ:の一般)

9 U:J 一役訟は場-開ti- 1じ1-会日 ー ー … "fi3 :3'Ó二 |図 … 蓄 E古
10(日) 当不燃番民ごみ一一回収辻汁日11;]月J. .... . .. .φ... . 回;建一 ー …… H6ι Q9.1 3 
11 

健康づくり料思議沼会
I l(月) (1日 30品目を目標に)一般住民 9:30-12:30 下林集会所

インフルエン南ザ吉予井防第接2 1果種・重② 
12(刈 (対象南吉明 f* ・ 14 :00-14 :30 南吉井小学校体育館

信幼・南吉井小・3歳以上の一般)

13(ホ)
l 歳 6 ヶ 月後診

13 :30-14 :30 町民 会館
(対象 H2年3月 4月生まれの児)

14(ね 行政 ・ 心配ごと相談所 13:00-15:00 役場会議室

子の胃宮住が民ん(十検)LL(b1診6fA(日対i ま-象手でLー4)が0歳んJ検以上診 8:40-10:0。 町民会館
1 5(剣 ー・・・・ E ・- _ . . .ーーー・ ・ ー ー. -・ー.. . .....・.... ..‘ ・.. ‘ 

(対象 30歳以上の住民)
13 :00-14 :00 下 林集 会 所

1 6出 おはなし会 13:30 区l 書 自官
17(日) 当番医 商村内科 志、 i宰川 ﾟ64-2461 
18伺) 結核検診( 2 次)各地

n 二種混合予防接綾③
19(刈 (対象 564 . 1.1-日元年6.30生ま 14 :00-14: 30 町民会館

れの児及び6店長未満の未機種児)

21(柑
乳児健診

13 :30-14 :30 町民会館
(対象 H3年 l 月 ・ 7月生ま れの児)

22~釘
インフルエ ンザ予防機種

14:00-14:30 J干志小学校体育館
Ul幕{干志保 . 1干志，)、・ 3歳以上の一般)

23出 勤祝労日堅の調為り Fごみ。は当休蚕摩み 27 日曽(利野原に'*出一 一して僚j下H理さ一 一い一。 一 一 一 雪月4一三2!~2.
24(日) 当 番医 111本内科 川内町北方 H66-2066 

25(月) 健不燃康相ごみ談回(収各地日区 ) 27 日まで

心イ(対配長象ごうーん3と歳相i土以談長J所ザLの予一防般接)積@一一
13:00-15:00 役場会議室

28(村
14:00-14:30 町 民会館

29幽
3 歳児健診(対象 S63.7.1 

13:30-14:30 町民 会館
-S 63 . 9.30生まれの児)

闘志上牛 イ主
i準

岡 川 村法1) 戸斤

大波 岩 福井 氏西部回
タサ
、e 占? 正 名
ヨヨ賓見IJ

年
89 85 80 73 

令

8 8 8 8 要E
亡

20 17 17 11 
σ〉

日

つ一一一一一一一タノくコは岡丁内で買い ま しょ
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